


【講義・演習科目】
Q1～Q5に関しては4.0以上であり，授業は良好と評価できる。
しかしながら，Q6の授業の満足感が若干下がっており，授業内容(評価や講評などを
含む)について検証し改善する必要がある。

【実験・実習科目】
Q2～Q5までが3.5～3.6であり，真摯に改善する必要がある。
学生への評価や講評などのフィードバック(Q5)を基軸に，改善していく。
なお，実験実習科目やスプリングセッション科目について，科目ごとの集計率が下
がっており，一部の科目は有効な集計結果となっていない。今後アンケート集計数を
高めていく。

令和６年度後学期実施分「授業改善のためのアンケート」集計結果の分析・コメント

１　建築・生活デザイン学科 ３　短大一般教育

【講義・演習科目】
多少の変動はみられるが、概ね従前と同様の傾向を示しており、満足できる状況を維
持していると思われるが、Ｑ４については微減となっていることが気にかかるため、
教室全体でこの点についての対応を図っていきたい。加えて、学生の主体的な学びを
さらに促す工夫についても取り組んでいきたい。

【実験・実習科目】
結果を概観すると良好な授業が実施されていることがを推測できる。学生の主体的な
学びについてもそれなりに取り組まれている様子を窺える。今後もこの状況が継続す
るよう努力を続けていきたい。

【講義・演習科目】
Q1からQ5は4点以上であり，授業に対しての評価は概ね良好と判断できる。
Q7は昨年度より若干上昇し，授業時間外学修への取り組みが改善している。とはい
え，未だ3点台に届かない科目もある。学生自身が，他の授業との兼ね合いを考慮し
ながら，主体的に学ぶ環境を整える必要がある。学修成果の可視化やフィードバック
の充実を図ることで，学生の主体的学修の促進を一層目指したい。

【実験・実習科目】
概ね4点台以上であり，授業評価は良好である。昨年度3点台であったQ4およびQ7は，
大きく上昇し，いずれも4点台と改善した。
両科目ともに，教員から積極的に学生とのコミュニケーションをとることなどで，学
生からの質問や時間外学習を促すことに繋がったと考えられる。

２　ものづくり・サイエンス総合学科
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